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研究成果の概要（和文）：　プロジェクトのスケジュールを遵守するためには進捗を正確に把握することが必須である
。そこで、本件研究は作業の効率を測定する手法に関する研究を行った。その結果、作業効率はＳ字を描いて立ち上が
り、作業開始時の作業効率を測定することにより作業全体の効率予測が可能であることが示された。そして作業開始時
の作業効率の向上が作業スケジュールの遵守に有効であることが明らかとなった。そこで本研究は知識蓄積システムの
試作を行い、知識登録と知識提供の試行を行った。その結果、知識は基礎的である程、再利用性が高まり、作業の開始
時に適切な知識を与えることによりスケジュール通り進捗する可能が高いことが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：Measuring the project's progress and performance accurately is very important for 
managing projects and for detecting the factors limiting completion of the project. We have investigated 
the work　 performance at the beginning of the each work on the project. As a result, it has become clear 
that work performance at the start of the work is not 100% efficient, as can be seen in a performance 
S-curve. This suggests that the project could be completed more quickly if work performance could be 
raised at the beginning of the work. In this study we attempt to raise the work performance when the 
project is initiated. We have constructed a trial system for collecting knowledge and distributing the 
knowledge to the staff, based on information about faults or defects on past projects and important 
information about the project being undertaken. By providing appropriate knowledge and applying critical 
thinking, project worker productivity levels will be raised and enhanced.
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１． 研究開始当初の背景 
近年,企業ではコストダウンに伴う人員削
減と高齢化に伴い,要員が熟練者からＯＪＴ
を受ける機会が減少しており,技術伝承を支
援する環境の実現が急務となっている。しか
し伝承するべき知識や情報の蓄積は少ない。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的はシステム開発に於ける実
行パフォーマンスの測定方法を確立を行い,
次にパフォーマンスが変化する点での知識
の存在と登録の可能性を検証することであ
る。知識とは伝授すべき知識であり,実行パフ
ォーマンスとは費やした費用と成果物を金
額換算した金額の比率である。そして本研究
は技術伝承を支援する環境の実現の可能性
を明らかにする。 

 
３． 研究の方法 
 研究の方法は以下の通り。 
（１）システム開発に於けるパフォーマンス
の変化点を特定するために実行パフォーマ
ンスの変化を調査する（Ｈ２４年度）。 

 
（２）パフォーマンスの測定と予測のための
パラメータ特定と実行パフォーマンスの予
測モデルを構築する（Ｈ２５年度）。 
 
（３）知識が存在する点の自動検出の検討と
作業効率向上のための知識の登録に関する
検討と研究のまとめを行う（Ｈ２６年度）。 
 
４．研究成果 
本研究の成果は以下の３点である。 
（１）企業等にヒアリングを行い,システム開
発に於けるパフォーマンス変化点の発見を
調査した。具体的には実際の作業に於けるパ
フォーマンス変化に関するデータの収集を
行った。しかし自動的にドキュメントの作成
量や修正数を知ることは困難であり,本件は
更なる検討が必要であることが解かった。 
 
（２）図１に示すワイブルモデルをベースに
した実行パフォーマンスのモデルの構築を
行い,作業効率の実測との比較評価を行った。
その結果,図２に示す通り作業開始時点の作
業効率を知れば,行程中の作業の効率予測と
スケジュール遅れが予測できることが明ら
かになった。つまり作業着手時の作業効率が
低い場合には図２の実際の作業量に示す通
り作業遅れが発生する。そこで作業着手時の
作業効率を上げるためには作業着手時に有
効な知識を与えることが有効であると予想
された。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
F(t)は時間 tに於ける生産性を示す。K,a,m,d,
ηは作業により、決定する定数である。 
 
図１ 作業効率を示すワイブルモデル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２ 作業着手時の作業効率と作業遅れ量  
 
（３）作業着手時に有効な知識を作業者の感
性によって検索できる感性データベ―スの
構築に向けて図３に示す様に手元で簡単に
知識を登録することができる簡易ツールを
作成した。そして知識登録の試行を行った。
その結果,知識が簡単に登録できれば基礎的
な知識の登録が可能であることが明らかに
なった。知識が単純かつ簡単であれば作業者
の瞬時の感性に合わせて検索できる可能性
が高まる。 
 
本研究は知識の蓄積が進めば作業者の感
性や必要性に応じて知識を提供できる可能
性が高まることを示した。特に知識は基礎的
であるほど再利用の可能性は高まる。そこで
今後の課題は知識を検索するための個人別
の感性キーを明確にすることである。そして
個人別の感性キーが実現すれば個人のスキ
ルに最適化された感性知識データベースに
対する知識検索が実現する。また,作業着手
時に必要な知識を与えることは作業の効率
向上に寄与する。そこで作業開始時に必要な
知識と作業者のスキルギャップを測定して,
ギャップを感性キーに割り付けてスキルギ
ャップに応じて効果的な知識を作業者に提
供することができれば技術伝承環境の実現
の可能性が高まる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図３簡易知識登録ツール 
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